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資料編１（教材観、評価規準、単元指導計画等）

算数科学習指導案

長期研修Ⅰ研修員 稲川 修

Ⅰ 単元名 図形の面積

Ⅱ 単元の考察

１ 教材観

本単元は学習指導要領５年「Ｂ量と測定」（１）「基本的な平面図形の面積が計算で求められることの

理解を深め、面積を求めることができるようにする。ア三角形及び平行四辺形の面積の求め方を考え、

それらを用いること」を受けて設定されている。

４年生で、１ｃｍ２ の正方形がいくつ分あるかで広さを表すという面積の概念と、長方形、正方形と

いう基本的な平面図形の面積を計算で求める方法を考え、どんな長方形や正方形でも計算で求められる

ように公式という形でまとめられることを学習している。

この単元では、まず、平行四辺形の面積の求め方を考え、公式を導く。その時に、４年生で学習した

面積の概念を想起し、長方形に変形させながら面積を求める体験をすることで、面積の概念を深めるこ

とができる。また、面積を計算で求められるようにすることや、いつでも使える式に表して一般化して

おくという、公式のよさを理解することができると考える。次に、三角形について同じように面積の求

め方を考え、公式を導く学習を行う。ここでは、平行四辺形の時の面積の求め方を考える学習や公式を

導く学習を想起させながら授業を展開していくことで、既習事項に帰着させて考えていくという数学的

な考え方を学ぶことができると考えている。さらに台形や一般的な四角形の面積の求め方について考え

る。ここでは、平行四辺形や三角形で学習したことを基に、数学的な考え方を用いて児童が自ら工夫し

て求めることができるようになると考える。

このように、平行四辺形から三角形、さらに台形、一般的な四角形と、対象となる図形を変化させな

がら、既習の数学的な考え方や知識や技能を用いて面積を工夫しながら求めるという学習が行われるの

が、この単元の特徴であると考える。従って単元の前半で身に付けた知識や技能、考え方、学び方、表

現、処理の仕方などを、単元の後半で活用することが可能になる。その時に発展的に考えたり、統合的

に考えたり、論理的に考え説明したりする力を身に付けていくことができると考える。児童が数学的な

考え方や知識・技能を確実に身に付けられるように、平行四辺形、三角形、台形、一般的な四角形の各

段階で、児童が見通しをもち、自ら解決できるような工夫が必要となる。また、一人一人が数学的な考

え方や知識・技能をどこまで身に付けたのか実態を把握し、その程度に応じてに教材の提示の仕方や発

問などの支援を適切に行いながら指導を進めていく必要がある。

単元を通して図形を既習の図形に変形して求積する数理的な処理のよさ、等底等高の図形の面積は同

じであることなどのおもしろさなども実感できる。また、同じ数学的な考え方が繰り返し活用されるこ

とから、解決のために役だった数学的な考え方を授業の中で振り返り言葉で表現する活動を取り入れて

いくことにより、児童が数学的な考え方にはどんなものがあるかに気付き、よさを味わい、また活用し

ようとする算数への関心・意欲・態度も高められる単元であるといえる。

２ 学力調査から見られる本県の児童の実態

「群馬県教育課程実施状況調査」（Ｈ16.5）では、本県の「量と測定」の領域における課題として、

平面図形の求積問題で、既習の図形に帰着して考える力が十分身に付いていないことが上げられた。

３ 教材の系統

４年生で面積の概念や、求め方を公式に表す方法を学習している。５学年では台形、平行四辺形、ひ

し形の定義や性質について学習し、その後それらの面積について求め方や公式を作っていく。図形の概
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念と４年生の時の面積の概念、公式の作り方について関連を図れるように本単元が位置付けられている。

そして、不定型な形の面積について考える６年生へと発展していく。

Ⅲ 指導目標

平行四辺形や三角形の面積を、既習の面積の求め方を基に考え、求め方を理解し、それらを活用する

ことができる。

Ⅳ 評価規準

算数への関心・意欲・態 数学的な考え方 数量や図形につい 数量や図形についての

度 ての表現・処理 知識・理解

○面積の求め方やその考 ○三角形、平行四辺形の ○三角形、平行四 ○必要な部分の長さを測

え方を、いろいろな場 面積の求め方を、既習 辺形の面積を公 ることによって、三角

面で進んで活用しよう の求積可能な図形の面 式を用いて求め 形、平行四辺形の面積

とする。 積の求め方を基に考え ることができる。 が計算で求められるこ

○既習の求積可能な図形 たり、公式をつくり出 ○三角形、平行四 とを理解している。

の面積の求め方に帰着 したりする。 辺形の面積公式 ○三角形、平行四辺形に

させて考えることで、 ○三角形、平行四辺形以 を、必要に応じ ついて、底辺をどこに

三角形、平行四辺形の 外のいろいろな図形に て用いることが とるかで高さが決まる

面積を求めることがで ついても、既習の求積 できる。 ことを理解している。

きることのよさに気付 可能な図形の面積の求

く。 め方を基にして考えて

いる。

Ⅴ 指導方針

○ 児童の数学的な考え方の変容をみとり、思考の状況に応じた支援ができるように、単元の中で高め

られる数学的な考え方に関する評価項目を考え、その高まりを３段階に分け表にまとめておく。

○ 既習の知識や技能を活用して新たな知識や技能を自ら獲得できるように、既習の内容に着目するよ

うに指導者が問い掛けたり、具体物を操作するなどの算数的な活動を多く取り入れたりする。

○ 児童が筋道を立てて考えることができるように、児童が表現したもの（図や式、言葉など）につい

てその理由や根拠を問い掛けるようにする。

○ 児童が数学的な考え方のよさを見いだせるように、使われた数学的な考え方を教師が児童の言葉の

中から意識して拾い上げ、板書しておく。また、そのよさを実感できるように、授業の最後に解決に

役立った数学的な考え方について問い掛け、振り返る活動を行う。

○ 面積の求め方を考える場面では、面積の意味を理解できるように具体物を用いた活動を取り入れる。

また、既習の形に変形したことに着目できるように、変形する前の図形と変形後の図形を両方示し、

比較する活動を行う。

○ 求積公式を考える場面では、変形前の図形と変形後の図形の対応する辺に着目できるように、対応

する辺に色を付けるよう助言する。また、何に着目すれば公式としてまとめられるか問い掛け、公式

を導く視点を自分で考えられるようにする。

○ 面積と底辺の関係を考える場面では、実際に幾つかの具体的な図形の底辺と面積を求め、変化を見

ながら考える活動を行い、帰納的に考えるよさに気付くことができるようにする。

○ 身の周りの事象から面積を求める場面では、多様な形の中から選択できるように、教師があらかじ

め教室の中にいろいろな形の物を配置しておく。また、量の感覚を高められるように、結果を予想し

たり、実物に触れたりする活動を行う。
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Ⅵ 指導計画（全１２時間計画）

学習課題、算数的活動 ○評価項目（評価方法）
時 ○：ねらい ★：数学的な考え方 ：学習課題 支援及び指導上の留意点 ◎十分満足できると判断

①：問題の把握 ②：解決の見通し ③：解決の実行 (ＡからＥは、指導の工夫によって高められる、 される状況
間 ④：振り返り・まとめ 思考力を構成する代表的な要素に対応している) ☆努力を要する児童への

手立て

１ ○平行四辺形を切ったり、一部を移動させたりする Ａ児童に興味・関心をもてるように、周 【数学的な考え方】
活動を通して、長方形に変形して平行四辺形の面 が同じ長さで、形が変形できるように作 ○平行四辺形の一部分を移
積の求め方を考える。 った長方形と平行四辺形を具体物で示 動し、長方形に変形させ

★長方形に変形する考え ★1cm
２
がいくつ分の考え す。 て面積を求めてようと考

Ｂ面積の大きさを具体的に考えられるよう えている。
に、方眼紙にかかれた平行四辺形の用 （ワークシート、発言）
紙を配付する。 ◎平行四辺形の一部分を移

Ｃなぜそのように考えたのか問い掛け、根 動し、長方形に変形させ
拠を明らかにできるようにする。 て多様に面積を求め、求

Ｄ面積とはどのようにとらえたのか問い掛 め方を筋道を立てて説明
け、１ｃｍ

２
がいくつ分という面積の考 している。

え方に気付き、面積を求められるように ☆平行四辺形を面積を求め
①平行四辺形と長方形を比較し、平行四辺形の特徴 する。 られる図形に変形できな

を考え、斜線の部分に着目する。 Ｅ求め方の共通点は何か問い掛け、長方形 いか問い掛け、長方形に
②長方形の面積の求め方を想起し、どのようにした に変形することによって求められたこと 変形して面積を求められ

ら平行四辺形の面積を求められるか考える。 に気付くようにする。 ることに気付くことがで
③紙に書かれた長方形と平行四辺形に鉛筆で補助的 Ｅ数学的な考え方に目が向くように、児童 きるようにする。

な線を書き加えたり、切ったり折ったりする活動 の発言の一部を吹き出し形式に板書して
を行い、平行四辺形の面積の求め方を考える。 おく。

④求め方の共通点を話し合う活動を通して、平行四 Ｅどんな数学的な考え方を使ったら解けた
辺形の面積は前に学習した長方形に変形して求め のか問い掛け、数学的な考え方に気付く
ることができることを理解する。また、どんな考 ことができるようにする。
え方を使ったら解けたのか話し合う。

２ ○平行四辺形を長方形に変形し、面積を求めるには Ａ前時で用いた児童の考え方の一つを取り 【数学的な考え方】
どの長さが分かればよいのかという話し合いを通 上げることで、問題に対する興味・関心 ○等積変形した長方形の面
して、どんな平行四辺形にも使える面積の公式を を高める。 積の求め方を基に、平行
考える。 Ｂ長方形の公式を作ったときはどのように 四辺形の求積公式を考え

★公式を使う考え したか問い掛け、平行四辺形の面積を計 ている。
算で求める方法の見通しをもてるように （ワークシート、発言）
する。 ◎等積変形した長方形の面

Ｂ平行四辺形を長方形に変形したときに対 積の求め方を基に、平行
①平行四辺形の面積を 応する辺や長さが理解しやすいように、 四辺形の求積公式を考え、

求めるために、どの 基の図形を残し、線の色を変えて示す。 自分の考えを筋道を立て
長さが分かればよい Ｃ児童の表現したものに対してどのように て説明している。
のか考える。 求めたのか問い掛け、考えの根拠を明ら ☆図形の中でどの長さがわ

②変形前と変形後の図 かにできるようにする。 かれば面積が計算できる
形を比較して考える Ｅどんな考え方を使ったら解けたのか問い のか問い掛け、平行四辺
という見通しをもつ。 掛け、数学的な考え方に気付くことがで 形と変形後の長方形の辺

③変形前と変形後の辺の対応を考え、長方形の公式 きるようにする。 の関係に気付くことがで
を用いて平行四辺形の面積の公式を考える。 きるようにする。

④どんな場合でも面積を計算で出せる方法について
話し合い、公式としてまとめ、「底辺」「高さ」と
いう言葉を知る。また、どんな考え方を使ったら
公式が作り出せたのか話し合う。

３ ○高さが図形の外にある平行四辺形について面積の Ａ児童の興味・関心を高めるため、ブラッ 【表現・処理】
求め方を考え、既習の平行四辺形と同じように求 クボックスの中から図形を取り出し、公 ○高さが平行四辺形の外に
められることを理解する。 式を使って暗算で面積を求める活動を行 あっても面積公式を用い

★平行四辺形に変形する考え う。 て面積を求めることがで
★公式を使う考え Ｂ今までの平行四辺形との違いや求め方の きる。

見通しがもてるように、第１時の平行四 （ワークシート、発言）
辺形の時の方法を問い掛ける。 ◎どんな形の平行四辺形で

Ｂ平行四辺形の具体物（厚紙）を操作する も、底辺と高さを的確に
よう助言し、操作することを通して、「変 判断して公式を適用して

①今までの平行四辺形と 形することによって高さが内部にある平 平行四辺形の面積を求め
の違いに着目する。 行四辺形に変形すればよい」ことに気付 ることができる。

②第１時を想起し、長方 き、解法の見通しがもてるようにする。 ☆底辺と高さがどこになる
形に変形できないか考 Ｂ方眼紙の上にかかれた平行四辺形を準備 か問い掛け、高さを的確
え、解法への見通しを し、１ｃｍ

２
の正方形の数を直接数えら に判断し、公式を用いる

もつ。 れるようにしておく。 ことができるようにする。
③紙に書かれた長方形と Ｂ前時に学習した公式が使えるか問い掛

平行四辺形に補助的な線を書き加えたり、切った け、変形した平行四辺形と基の平行四辺
り折ったりする活動を行い、面積の求め方を考え 形との関係に気付くことができるように
る。 する。

④求め方を発表し、前時の平行四辺形との共通点、 Ｃ児童の表現したものに対してどのように
相違点について話し合い、前時の公式に当てはめ 求めたのか問い掛け、考えの根拠を明ら

平行四辺形の面積の求め方を考えよう

平行四辺形の面積を計算で求める方法を考えよう

高さが図形の外にある平行四辺形も面積の公式が使え

るか考えよう
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られることを理解する。どんな平行四辺形でも公 かにできるようにする。
式が使えることを確認する。

４ ○いくつかの平行四辺形の面積を比較する方法を考 Ａ土地の面積を考えるという具体的な事象 【知識・理解】
える活動を通して、底辺と高さが等しければ、ど を提示し、児童が主体的に問題にかかわ ○底辺と高さが等しければ、
んな平行四辺形でも面積は同じになることを理解 れるようにする。 どんな平行四辺形でも面
する。 Ｂ実際に計算で面積を求める活動を行い、 積は同じになることを理

★公式を使う考え 面積が同じになることを考える動機付け 解する。
にする。 （ノート、発言）

Ｄ児童一人一人が自分の考えをもてるよう ◎底辺と高さが等しければ、
に、考える時間を十分に確保する。 どんな平行四辺形でも面

①すべて平行四辺 Ｄ計算をしなくても面積が同じであること 積は同じになることを理
形であること について話し合う場面では、「なぜ等し 解し、根拠を示して説明
に着目する。 くなるのだろう」と問い掛け、底辺と高 している。

②平行四辺形の中 さの関係に目を向けられるようにする。 ☆面積の求め方はどうだっ
から、直観で Ｅ公式を根拠に説明している意見に対して たか問い掛け、公式を用
同じくらいの 理由を問い掛け、公式のように形式的に いて面積を求め、比べる
大きさの面積を予想する。 表すことのよさに気付くことができるよ ことができるようにする。

③計算をして面積を求め比べたり、公式の形に着目 うにする。
して比べる方法を考える。

④話し合いを通して、底辺と高さが等しければ、ど
んな平行四辺形でも面積は同じになることを理解
する。また、面積の等しい平行四辺形を書く。

５ ○三角形を等積変形や倍積変形する活動や、全体で Ｂどのようにすればよいか問い掛け、今ま 【関心・意欲・態度】
話し合う活動を通して、三角形の面積の求め方を でに用いた考え方を確認し、解法の見通 ○三角形の面積を、等積変
前に習った長方形や平行四辺形に変形して考える。 しをもてるようにする。 形や倍積変形の考えで求

★長方形・平行四辺形に変形する考え Ｃなぜそのように考えたのか問い掛け、根 めようとしている。
★1cm

２
がいくつ分の考え 拠を明らかにできるようにする。 （ワークシート、発言）

Ｄ多様な考えに対応できるように、方眼紙 ◎三角形の面積等積変形や
にかかれた三角形や辺の長さのみ示した 倍積変形の考えで求め、

①三角形の特徴に着目する。 三角形を複数準備しておく。 根拠を明らかにしながら
②方眼紙の数を数えておお Ｅ多様な考えに触れられるように、等積変 説明しようとしている。

よそいくつくらいになる 形や倍積変形の考えを数種類提示する。 ☆平行四辺形はどのように
のか見当を付ける。既習 Ｅ使われた数学的な考え方に目が向くよう に求めたか問い掛け、解
の考え方が使えないか考 に、児童の発言の一部を吹き出し形式に 法の見通しがもてるよう
える。 板書しておく。 にする。

③三角形に鉛筆で補助的な Ｅどんな数学的な考え方を使ったら解けた
線を書き加えたり、切ったり折ったりする活動を のか問い掛け、数学的な考え方に気付く
行い、三角形の面積の求め方を考える。 ことができるようにする。

④求め方の共通点を話し合う活動を通して、三角形
を平行四辺形や長方形に変形して面積を求めらる
ことを理解する。

６ ○等積変形や倍積変形の考えを使って、面積を求め Ａ前時で用いた児童の考え方の一つを取り 【数学的な考え方】
るにはどの長さが分かればよいのかという話し合 上げることで、問題に対する興味・関心 ○等積変形や倍積変形の考
いを通して、三角形の面積を計算で求める方法を を高める。 えを使って、三角形の面
考える。 Ｂ平行四辺形の公式を作ったときはどのよ 積の求め方をもとに三角

★公式を使う考え うにしたか問い掛け、三角形の面積を計 形の求積公式を作り出し
算で求める方法の見通しをもてるように ている。(ノート、発言)
する。 ◎等積変形や倍積変形の考

Ｂ三角形を長方形や平行四辺形に変形した えを使って、平行四辺形
①三角形の面積を求め ときに対応する辺や長さが理解しやすい の公式を導く方法を想起

るために、どの長さ ように、基の図形を残し、線の色を変え している。そして、三角
が分かればよいのか て示す。 形の面積の求め方をもと
考える。 Ｃ児童の表現したものに対してどのように に求積公式を考え、どん

②変形前と変形後の図 求めたのか問い掛け、考えの根拠を明ら な求め方をしても必要な
形を比較して考える かにできるようにする。 長さは底辺と高さである
という見通しをも Ｅどんな考え方を使ったら解けたのか問い ことを根拠に公式の作り
つ。 掛け、数学的な考え方に気付くことがで 方を説明している。

③変形前と変形後の辺の対応を考え、長方形の公式 きるようにする。 ☆変形後の図形の中でどの
を用いて三角形の面積の公式を考える。 長さがわかれば面積が計

④どんな場合でも面積を計算で出せる方法について 算できるのか問い掛け、
話し合い、公式としてまとめ、三角形の「底辺」「高 三角形と変形後の図形の
さ」という言葉を知る。また、どんな考え方を使 辺の関係に気付くことが
ったら公式が作り出せたのか話し合う。 できるようにする。

７ ○高さが、底辺の延長上で交わる場合の三角形につ Ａ児童の興味・関心を高めるために、ブラ 【表現・処理】
いて面積の求め方を考え、既習の三角形と同じよ ックボックスの中から図形を取り出し、 ○高さが、底辺の延長上で
うに求めることができる。 公式を使って暗算で面積を求める活動を 交わる場合の三角形につ

★長方形・平行四辺形に変形する考え 行う。 いて、公式を適用して三
★公式を使う考え Ｂ今までの三角形との違いや求め方の見通 角形の面積を求めること

しがもてるように、第５、６時の三角形 ができる。
の時の方法を問い掛ける。 （ワークシート、ノート、

面積の等しい平行四辺形を探そう

三角形の面積を計算で求める方法を考えよう

高さがわかりにくい三角形の面積を求める方法を考えよう

三角形の面積の求め方を考えよう
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①今までの三角形との違 Ｂ平行四辺形の具体物（厚紙）を操作する 発言）
いに着目する。 よう助言し、操作することを通して、「変 ◎高さが、底辺の延長上で
②第５、６時を想起し、 形することによって高さが内にある平行 交わる場合の三角形につ

平行四辺形や前時まで 四辺形に変形すればよい」ことに気付き、 いて、底辺と高さを的確
の三角形に変形できな 解法の見通しがもてるようにする。 に見出して、公式を適用
いか考え、解法への見 Ｂ方眼紙の上にかかれた三角形を準備し、 して面積を求めることが
通しをもつ。 １ｃｍ

２
の正方形の数を直接数えられる できる。

③紙に書かれた右図の三角形に鉛筆で補助的な線を ようにしておく。 ☆同じ図形を組み合わせて
書き加えたり、切ったり折ったりする活動を行い、 Ｂ前時に学習した公式が使えるか問い掛 平行四辺形にならないか
面積の求め方を考える。 け、変形した図形と基の三角形との関係 問い掛け、平行四辺形と

④求め方を発表し、前時の三角形との共通点、相違 に気付くことができるようにする。 三角形との関係から三角
点について話し合い、前時の公式に当てはめられ Ｃ児童の表現したものに対してどのように 形の底辺と高さの関係に
ることを理解する。どんな三角形でも公式が使え 求めたのか問い掛け、考えの根拠を明ら 気付くことができるよう
ることを確認する。 かにできるようにする。 にする。

８ ○長方形や平行四辺形、三角形に変形または分割し Ａ児童の興味・関心を高めるために、２種 【数学的な考え方】
・ て、台形や一般的な四角形の面積の求め方を考え 類の図形を準備し、自分で図形を選択し ○台形や、一般的な四角形
９ る。 面積を求める活動を取り入れる。 の一部分を切ったり、移

○四角形は、三角形に分けて、面積が求められるこ Ｂ一般的な四角形は既習の図形には変形し 動させたり、対角線で切（
２ とを理解する。 にくいので、１ｃｍ

２
の正方形の数を数 って二つに分けたりして、

時 ★長方形・平行四辺形に変形する考え えるという面積の概念を確認したり、図 面積の求め方を考えてい
間 ★公式を使う考え 形を分けても求められることに気付くよ る。
扱 うに問い掛けたりして、解法の見通しを （ワークシート、ノート、
い もてるようにする。 発言）

ア台形 イ一般的な四角形 Ｂ今までに公式をどのように導いたのか問 ◎台形や、一般的な四角形）
い掛け、やり方を想起できるようにする。 の一部分を切ったり、移

Ｄ自分で求め方を考えられるように、長さ 動させたり、対角線で切
を与えずに児童が必要だと思う長さを自 って二つに分けたりして、
分で選択し測って面積を求めるようにす 面積の求め方を考え、筋
る。 道を立てて説明している。

Ｅどんな数学的な考え方を使ったら解けた ☆長方形や平行四辺形、三
のか問い掛け、数学的な考え方に気付く 角形に等積変形できない

①今までに習った図形との相違点に着目する。 ことができるようにする。 か問い掛け、既習事項と
②台形や一般的な四角形のどちらか一つを選択し、 ○２つの図形を取り入れる意図は以下の通 関連付けて面積が求めら

どのようにしたら解けるか見通しをもつ。 りである。 れることに気付くことが
③選択した図形に補助的な線を書き加えたり、切っ －ア台形－ できるようにする。

たり折ったり、実際に長さを測ったりする活動を ・平行四辺形や三角形の時に用いた考え方 【知識・理解】
行い、工夫して面積を求める。 をそのまま活用しやすいと思われる。 ○四角形は、いくつかの三

④どのようにして面積を求めたのかを発表し、考え －イ一般的な四角形－ 角形に分けると、面積が
方の共通点やよい点について話し合う。また、習 ・既習の図形には変形しにくいので、二つ 求められることを理解す
った形に直して面積を求めることや、一般的な四 の三角形に分けて求めればどんな四角形 る。（ワークシート、ノー
角形はいくつかの三角形に分けると面積が求めら でも面積は求められるという考えを理解 ト、発言）
れることを理解する。 するのに適していると思われる。 ◎四角形は、いくつかの三

○共通点を話し合う活動の中で以下の点に 角形に分けると、面積が
気付かせていきたい。 求められることを説明で

・既習の図形（長方形・平行四辺形・三角 きる。
形など）に変形、分割して面積を求めて ☆どんな図形に形を変える
いる。 と求められるか問い掛け、

・三角形に分割する方法は、どんな四角形 四角形を分割し既習事項
でも用いることができる。 と関連付けて面積が求め

・公式を作るには変形前と変形後の図形の られることに気付くこと
対応を考えて作ればよい。 ができるようにする。

10 ○平行四辺形や三角形の、面積と底辺の長さから、 Ａ最初に平行四辺形を示し、底辺と面積が 【表現・処理】
高さを求めることができる。 分かっているが、高さを求められないか ○平行四辺形や三角形の面

問い掛け、今日の学習の目当てを確認で 積と底辺の長さから、高
きるようにする。 さを求めることができる。

★公式を使う考え Ｂどのようにすればよいか問い掛け、今ま （ワークシート、発言）
①今までと求めるも でに用いた考え方を想起できるようにす ◎平行四辺形や三角形の面

のが違うことに着 るととに、解法の見通しをもてるように 積と底辺の長さから、高
目する。 する。 さを求めることができる。

②面積の公式が使え Ｃ児童の表現したものに対してどのように また、平行四辺形や三角
ないか考え解決へ 求めたのか問い掛け、考えの根拠を明ら 形の面積と高さから、底
の見通しをもつ。 かにできるようにする。 辺を求めることができる。

③公式をもとに□を使った式を利用して、高さを求 Ｄ□を使って式に表している意見を取り上 ☆面積を求める公式はどう
める。 げ、よさについて話し合い、式に表すよ だったか問い掛け、底辺

④平行四辺形や三角形の面積と底辺の長さから、高 さに気付くことができるようにする。 と高さ、面積の関係に気
さを求める方法を発表する。また、面積と底辺の 付き、高さ求められるよ
条件に当てはまる平行四辺形や三角形をかく。 うにする。

11 ○高さが一定の平行四辺形や三角形の底辺が２倍、 Ｂ児童が辺の長さや面積に着目できるよう 【知識・理解】
３倍になると、面積も２倍、３倍になることを理 に、平行四辺形を一つずつ追加しながら ○高さが一定の平行四辺形
解する。 示し、示した後も前の図形が残るように や三角形の底辺が２倍、

★表に表し、きまりを見付ける考え しておく。 ３倍になると、面積も２

いろいろな四角形の面積を求める方法を考えようよう

面積と底辺から高さを求めてみよう。
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倍、３倍になることを理
Ｄ変化の様子をわかりやすくするために、 解している。

必要に応じて、表にまとめるように助言 （ノート、発言）
する。 ◎高さが一定の平行四辺形

①平行四辺形が１ Ｅ底辺と高さについて関係について分かる や三角形の底辺が２倍、
つ、２つと増 ことはないか問い掛け、話し合うことで、 ３倍になると、面積も２
えるに従い、 面積は底辺に比例することに気付くこと 倍、３倍になることを理
辺の数や面積 ができるようにする。 解し、その理由を筋道を
に着目して考 立てて説明している。
察する。 ☆具体的な数値を表にまと

②具体物を通し める活動を通して数値の
て、変化するのものを捉えられるようにする。 変化の規則性に気付くこ

③平行四辺形や三角形の高さを固定して、底辺を２ とができるようにする。
倍、３倍、…にしたときの面積を調べ、表にまと
め、どのような関係があるか考える。

④どんな決まりが見つかったかを発表し、規則性に
ついて話し合い、底辺が２倍、３倍になると、面
積も２倍、３倍になることを理解する。

12 ○既習事項の確かめをする。 ・自分がどこでつまずいているか確認でき
・平行四辺形や三角形の求積公式を確かめる。 るように、学習内容に分かれた複数のプ
・いろいろな図形の面積を求める。 リントを準備する。
・面積が等しい三角形を書き、等しい訳を説明する。 ・児童が自分でプリントを選択し、教え合
・まとめのテストを行う。 う活動を取り入れ、意欲的に活動できる

ようにする。

Ⅶ 本単元で主に用いられる数学的な考え方をみとるための評価項目

既習の図形に直す考え
第１時 第５時 第８時

長方形(正方形)に直す考え 長方形や平行四辺形に直す考え 長方形や平行四辺形に直す考え
・長方形に直して、計算で面積を求め、図や ・長方形や平行四辺形に変形して、公式を用いて ・長方形や平行四辺形に変形したり、三角形に分
言葉や式を用いて説明している。 求め、図や言葉や式を用いて説明している。 割したりして、公式を用いて求め、図や言葉や

式を用いて説明している。
(例) (例) (例)

Ａ ・平行四辺形の三角 ・三角形を付けたして平行四辺 ・台形を平行四辺形と三角形に
形の部分を動かし 形にし、それを２で割ればよ 分けて、それぞれ公式で求め、
て長方形にすると い。 加える。
５×４＝２０ で求められる。 ５×４÷２＝１２ 2×4＋3×4÷2＝14

・１ｃｍ
２
の正方形や長方形に変形して考え ・長方形や平行四辺形に変形して考えている。 ・長方形や平行四辺形に変形して考えている。

ている。 (例) (例)
(例)

Ｂ

・１ｃｍ
２
の正方形や、長方形に変形できて ・長方形や平行四辺形に変形できない。 ・長方形や平行四辺形に変形できない。

Ｃ いない。 ・１ｃｍ
２
の正方形に変形して一つ一つ数えてい ・１ｃｍ

２
の正方形に変形して一つ一つ数えてい

る。 る。

公式を使う考え
第２時 第６時 第９時

・長方形に変形した後の必要な長さと、変形 ・長方形や平行四辺形に変形した後の必要な長さ ・変形した後の必要な長さと、変形前の長さの
する前の必要な長さの関係に気付き、公式 と、変形する前の必要な長さの関係に気付き、 関係に気付き、公式を導き出している。
を導き出している。 公式を導き出している。

Ａ

・長方形に変形した後の必要な長さを判断し ・長方形や平行四辺形に変形した後の必要な長さ ・既習の形に変形した後の形の必要な長さを判
ている。 を判断している。 断しいる。

Ｂ

Ｃ ・長方形に変形した後の必要な長さを判断で ・変形した後の必要な長さと、変形する前の必要 ・既習の形に変形した後の形の必要な長さを判
きない。 な長さの関係が判断できない。 断できない。

平行四辺形の底辺と面積の関係について調べよう。


